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１．はじめに  

 近年，動的な交通施策を検討するために，各種センサーから感知された交通データを用いて，動的な交通現

象を解析することが進められている．特に，高速道路の料金収受時に計測された ETC-OD データは，これまで

「ある 1 日」を代表する指標として扱われていた OD 交通量を，高速道路のランプ間という断面的なデータで

はあるものの，ランプ間 OD 交通量を様々な時間単位で解析することを可能としている． 

 この ETC-OD データを用いて OD交通量を推計予測する方法などは検討されているものの，ランプ間 OD 交通

量の変動特性，分布特性を詳細に解析した例は少ないのが現状である．井料ら 1)や稲田ら 2)が議論しているよ

うに，交通量データの分布形を解析することにより，交通量を確率的に取り扱えるようになる．また，筆者 3)

は，ベイジアンネットワークを用いた確率的な OD交通量予測手法を提案している．しかしながら，OD交通量

の水準が比較的高い ODペアを対象としており，道路ネットワーク上の多くを占める ODペアはその交通量水準

が低く，それらに関しての OD交通量の変動特性は，多くの知見が無いのが現状である． 

 そこで本稿では，OD交通量の水準が低い ODペアに着目し，その分布特性を解析する．具体的には，OD交通

量の集計時間単位を変えることにより，その分布形が交通量水準の高い OD ペアに比べてどのように変化する

かを解析するものである． 

２．分析対象 ODペアと ETC-ODデータ 

 本研究で用いる ETC-ODデータの取得期間は，2006 年 6

月から2007年3月の内で欠損等を除く平日167日分とし，

時間帯は午前 7時から午後 7時までの 12時間とした．  

本稿で分析の対象とする OD ペアは，首都高速道路 3号渋

谷線の用賀本線料金所を入口とし，池尻，一之江本線(京

葉道路との接続料金所)，浦安を出口とする OD ペアを対

象とした．それぞれの位置と平均 5 分間 OD交通量を図-1

に示す． 

３．集計時間単位の変更による OD 交通量の分布形の変化  

ここでは，OD交通量の集計単位の変更することにより，

その分布形がどのように変化するかを確認する． 

具体的には，OD交通量水準の高い ODペア(用賀本線→池尻(以下 OD①))の分布形を基準とし，集約時間を変更

された ODペア(用賀本線→一之江本線(以下 OD②)，浦安(以下 OD③))の分布形が，基準の分布形に対して一致

するのかどうかを検討するものである．集計時間単位の変更の目安は，平均 OD 交通量の差異を参考にする．

例えば，図-1 中の OD①の平均 5 分間 OD 交通量は，OD②のそれに対して約 4.7 倍であるので，20 分強まで集

計時間を変更し，その分布形を確認することとする． 

図-2には，OD②の OD交通量の集計時間単位を 5分，20分，23分，25 分，30分とした場合の分布形と， 

キーワード OD 交通量，分布形，集計時間単位，ETC-ODデータ 
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図-1．分析対象 ODペアとその 5分間平均 OD交

通量 
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OD①の 5分間 OD交通量の分布形を示したものである．

図-3より，OD②の集約時間を 20分とした場合の分布

形が OD①の平均 5分間 OD交通量の分布形と分布形が

類似した形状となっていることが分かる．ここで，

図-3 では，集計時間を OD②では 20 分，OD③では 50

分とした場合の分布形と，OD①の平均 5分間 OD交通

量の分布形を示す．OD②と OD③の OD交通量の分布形

が，OD①の平均 5分間 OD交通量の分布形に類似した

形になるかどうかを，OD②と OD③の OD交通量の集計

時間を拡大することにより検討したものである． 図

より，OD③の OD ペアについては，平均 5 分間 OD 交

通量が低いため，データを集約することにより，観

測数が少なくなるため，他の ODペアのように滑らか

な形状とはならないものの，3 ODペアの OD交通量分

布の形状が概ね一致していることが見て取れる．ま

た，筆者 3)により，OD①のような OD 交通量の水準が

高い OD ペアの OD 交通量については，ベイジアンネ

ットワークを用いた確率的な方法で予測を行った方

が、過去の蓄積データから算出した平均 OD交通量を

予測値とするよりも高精度に予測することができる

ことを確認している．すなわち， ODペアが持つ平均

OD 交通量水準によらず，水準の高い ODペアと同程度

の平均値になるまで OD交通量の集約時間を拡大することにより，交通量水準が比較的低い ODペアでも確率的

に OD交通量を推計・予測することの可能性があること示していると言える． 

４．おわりに 

 本稿では，交通量水準の低い OD ペアに着目し，その集計時間単位を変更することによる分布形の変化につ

いて解析を行った．その結果，交通量水準の低い ODペアの集約時間単位を，高い ODペアの平均値が概ね一致

する点まで拡大することにより，その分布形が概ね一致することが明らかになった．すなわち，道路ネットワ

ーク上に存在している多くの交通量水準の低い OD ペアに関しても，時間単位を拡大することにより， OD 交

通量を確定値として扱うのではなく，その変動幅を考慮可能な確率変数として扱うことが可能であることを意

味している．また，ODペアの入口や出口が異なる ODペア同士の分布形の変化や，これらの分布形が具体的に

どの確率分布に従うかについて分析した結果に関しては，発表会にて成果を示す予定である． 
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図-2．②の OD交通量集計時間単位の変更に伴う分

布形の変化 
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図-3．集計時間変更後の分析対象 ODペアの分布形 
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